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１ 

栗
林
公
園 

名
勝 

 

（
大
正
１
１
年
３
月
８
日 

指
定 

大
正
１
３
年
１
１
月
２
６
日 

一
部
解
除
） 

特
別
名
勝
（
昭
和
２
８
年
３
月
３
１
日 

指
定 

昭
和
４
７
年
７
月
１
１
日 

一
部
解
除
） 

 

高
松
市
街
紫
雲
山
の
東
麓
部
に
位
置
す
る
、
林
地
部

と
平
地
部
を
併
せ
て
７
５
・
３
５
０
３
㌶
の
面
積
を
占

め
る
。 

本
園
の
始
ま
り
は
、
元
亀
、
天
正
の
頃
、
当
地
の
豪

族
佐
藤
家
に
よ
り
、
築
庭
せ
ら
れ
た
も
の
に
基
づ
く
と

云
わ
れ
る
。 

 

寛
永
初
年
、
西
嶋
八
兵
衛
が
香
東
川
の
東
の
流
れ
を

大
野
中
津
で
堰
き
止
め
西
側
の
流
れ
１
本
と
し
た
。 

 

生
駒
藩
に
仕
え
た
佐
藤
志
摩
介
道
益
が
居
宅
と
庭
園

を
営
む
。 

生
駒
家
は
寛
永
１
７
年
に
矢
島
に
移
封
せ
ら
れ
た

後
、
寛
永
１
９
年
松
平
賴
重
が
、
東
讃
岐
１
２
万
石
を

領
す
る
。
こ
の
時
、
佐
藤
家
の
居
宅
と
庭
園
を
引
き
継
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ぎ
拡
大
整
備
す
る
。
賴
重
隠
居
に
当
っ
て
、
園
内
に
御
殿
を
建
て
て
住
む
。
二
代
賴
常
連
年
の
干
害
続
き

で
饑
民
の
救
済
の
た
め
、
池
を
堀
り
、
山
を
築
き
労
役
に
従
う
人
に
金
穀
を
与
え
、
木
石
を
搬
入
す
る
者

に
賞
を
与
え
大
い
に
失
業
対
策
事
業
を
実
施
し
拡
張
整
備
を
行
う
。
元
禄
１
３
年
に
は
、
ほ
ぼ
形
が
出
来

る
。
三
代
賴
豊
、
五
代
賴
恭
は
更
に
大
改
造
を
加
え
、
延
享
二
年
に
完
成
し
、
園
内
の
名
所
も
改
名
さ
れ

た
。
賴
重
着
任
後
、
１
０
０
年
余
の
歳
月
を
経
て
整
う
。
以
後
松
平
家
が
１
１
代
２
２
８
年
間
、
下
屋
敷

と
し
て
経
営
し
た
。 

 

本
園
は
、
築
庭
時
の
南
庭
と
明
治
期
に
市
川
之
雄
に
よ
り
大
改
修
さ
れ
た
北
庭
に
区
分
さ
れ
る
。 

 

南
庭
は
回
遊
式
大
名
庭
園
の
形
を
よ
く
伝
え
、
当
時
の
作
庭
技
法
を
よ
く
保
っ
て
い
る
。 

一
部
、
小
普
陀
付
近
の
石
組
は
、
江
戸
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
数
百
年
前
の
手
法
と
考
察
で
き
る
。 

北
庭
は
、
備
荒
林
と
し
て
栗
が
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
大
規
模
な
改
変
で

洋
風
化
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
市
美
術
館
の
跡
地
を
、
鴨
場
に
復
元
す
る
工
事
も
平
成
４
年
に
完
了
し
、

当
時
の
鴨
狩
施
設
と
し
て
、
引
き
堀
及
び
付
属
施
設
が
で
き
る
。 

 

建
物
は
、
生
駒
時
代
か
ら
の
、
大
茶
屋
と
よ
ば
れ
た
掬
月
亭
を
は
じ
め
日
暮
亭
、
新
日
暮
亭
な
ど
当
時

の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

橋
は
、
偃
月
橋
な
ど
１
５
の
名
橋
、
池
泉
は
南
湖
、
北
湖
な
ど
六
大
水
局
、
岩
石
は
、
小
普
陀
、
赤
壁
、

飛
猿
巌
、
見
返
り
獅
子
と
ぼ
た
ん
石
な
ど
貴
重
な
岩
石
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
樹
木
は
針
葉
樹
の
ク
ロ
マ
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ツ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
そ
の
他
１
５
種
１
，
７
６
０
本
、
広
葉
樹

は
９
４
種
９
，
４
８
０
本
他
に
低
木
類
な
ど
総
計
１
７
２
種
３
４
，
０
０
０
本
程
の
名
木
、
珍
木
が
、
な

か
で
も
県
指
定
天
然
記
念
物
の
ソ
テ
ツ
、
根
上
り
カ
シ
等
ま
た
、
世
界
の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
箱
松
、

屏
風
松
、
さ
ら
に
は
松
平
家
家
老
稲
田
家
の
屋
敷
に
あ
っ
た
鶴
亀
松
、
薬
園
の
人
参
木
、
栗
林
の
名
の
基

に
な
っ
た
栗
の
木
、
江
戸
時
代
の
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
ウ
バ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
根
上
り
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
、

各
宮
様
の
お
手
植
松
な
ど
、
貴
重
な
樹
木
が
あ
る
。 

栗
林
公
園
は
、
わ
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
、
完
全
な
姿
で
後
世
に
引
き
継
が
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
香
川
の
文
化
財 

平
成
８
年
３
月
発
行 

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会 

よ
り
】 

な
お
、
本
年
３
月
に
発
売
さ
れ
た
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン

観
光
ガ
イ
ド
日
本
編
）
で
三
つ
星
評
価
さ
れ
た
全
国
５
６
ヵ
所
の
１
つ
に
入
り
ま
し
た
。 

２ 

北
門
沿
革 

北
門
は
藩
政
時
代
に
は

嶰
か
い
の

口く
ち

御
門
と
呼
ば
れ
、
藩
主
が
出
入
す
る
正
門
で
し
た
。

嶰
口
御
門
は

冠
木
門

か
ぶ
ら
き
も
ん

で
、
そ
の
右
側
に
番
所
が
建
っ
て
お
り
御
門
か
ら
通
路
の
左
右
に
は
一
面
竹
林
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

嶰
口
と
い
う
名
称
は
中
国
の
竹
の
名
所
「

嶰
か
い
の

谷た
に

」
に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
嶰
は
谷
あ

い
の
意
味
で
、
中
国
上
代
の
黄
帝
（
中
国
初
代
の
皇
帝
）
が
、
伶
倫
（
音
楽
の
名
人
）
に
命
じ
て
、
谷
あ
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い
の
真
竹
を
取
り
、
１
２
律
の
笛
を
作
ら
せ
た
と
い
う
故
事
が
あ
り
ま
す
。 

明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）
３
月
、
内
務
省
か
ら
公
園
と
認
可
さ
れ
て
か
ら
東
門
が
正
門
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）
北
庭
改
修
が
完
了
し
た
の
を
機
に
現
在
の
石
柱
の
門
を
作
り
、

正
門
と
し
ま
し
た
。
昭
和
２
０
（
１
９
４
５
年
）
ま
で
、
正
門
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
戦
後
は
正

門
を
東
門
に
譲
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
門
柱
は
、
小
豆
島
産
の
花
崗

岩
切
石
積
み
に
よ
る
堂
々
と
し
た
門
で
、
当
時
、
多
く
の
市
民
の
耳
目
を

驚
か
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

３ 

袖 

石 

門
の
左
右
の
袖
垣
は
、
小
豆
島
福
田
か
ら
大
阪
城
築
城
の
残
石
を
こ
こ

に
移
し
て
用
い
た
も
の
で
、
右
側
２
番
目
の
切
石
に
そ
の
由
来
を
刻
ん
で

い
ま
す
。 

大
坂
築
城
余
石 

昔
、
豊
臣
氏
大
阪
城
ヲ
築
キ
シ
時
、
石
ヲ
我
讃
岐
小
豆
島
ヨ
リ
採
リ
、
ソ
ノ
余
石
棄
テ
テ
海
浜
ニ
有
、
今

此
園
ヲ
修
ム
ニ
当
タ
リ
、
運
搬
便
宜
ノ
為
ニ
之
ヲ
二
、
三
ニ
割
リ
採
ッ
テ
、
門
傍
ノ
垣
ト
為
ス 

 
 

大
正
二
年
三
月 

（
昔
、
豊
臣
氏
大
阪
城
を
築
き
し
時
、
石
を
我
が
讃
岐
小
豆
島
よ
り
採
り
、
そ
の
余
石
を
棄
て
て
海
浜
に

袖  石  
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あ
り
、
い
ま
園
を
修
む
に
当
た
り
運
搬
便
宜
の
た
め
に
こ
れ
を
二
、
三
に
割
り
と
っ
て
門
の
傍
ら
の
垣
と

し
た
。
） 

４ 

松
平
賴

ま

つ

だ

い

ら

壽
よ
り
な
が

伯
銅
像 

 

 

松
平
賴
壽 
明
治
７
年
（
１
８
７
４
年
）
～
昭
和
１
９
年

（
１
９
４
４
年
） 

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
華
族
（
伯
爵
）
。
旧
高
松
藩

１
１
代
藩
主
賴よ

り

聰と
し

の
八
男
。
昭
和
１
２
年
（
１
９
３
７
年
）

か
ら
１
９
年
ま
で
第
１
０
・
１
１
代
貴
族
院
議
長
を
務
め
ま
し
た
。
学
習
院
高
等
科
か
ら
大
隈
重
信
に
傾

倒
し
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
邦
語
法
律
科
卒
業
後
、
明
治
４
１
年
（
１
９
０
８
年
）
に
貴
族

院
議
員
に
列
し
て
以
来
、
一
時
中
断
（
１
９
１
１
年 

～
１
９
１
４
年
）
を
挟
ん
で
３
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
教
育
者
と
し
て
も
活
動
し
、
大
正
１
２
年
（
１
９
２
３
年
）
に
本
郷
学
園
（
本

郷
中
学
校
・
高
等
学
校
）
を
設
立
。
本
郷
区
教
育
長
も
務
め
ま
し
た
。
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
貴
族

院
の
正
副
議
長
は
公
爵
・
侯
爵
が
就
任
す
る
と
い
う
慣
例
を
破
っ
て
副
議
長
に
就
任
し
、
４
年
後
に
は
近

衛
文
麿
の
内
閣
総
理
大
臣
就
任
に
伴
い
、
議
長
に
昇
格
し
ま
し
た
。
在
任
中
に
死
去
し
勲
一
等
旭
日
大
綬

章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

松 平 賴 壽 伯 銅
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５ 

栗
林
園
二
十
有
詠
応
教
詩
碑 

５
代
藩
主
松
平
賴よ

り

恭た
か

の
命
に
よ
り
、
藩
の
儒
者 

青
葉
士

あ

お

ば

し

弘こ
う

（
注
１
）
が
明
和
７
年
（
１
７
７
０
年
）
に
園
内
の
名
所
を
詩
に

詠
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
詩
碑
は
昭
和
４
２
年
（
１
９
６
７
年
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
二
十
詠
の
う
ち
飛
猿
巌
の
一
篇
が
欠

落
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
石
碑
の
表
に
は
十
九
篇
し
か
彫

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
昭
和
５
５
年
（
１
９
８
０
年
）
に
発

見
さ
れ
、
石
碑
の
裏
面
に
付
加
す
る
形
で
彫
ら
れ
、
よ
う
や
く
二

十
篇
が
揃
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
昭
和
５
４
年
（
１
９
７
９
年
）
に
大
平
総
理
大
臣
（
当

時
）
の
自
筆
の
題
字
を
付
し
て
、
二
十
詠
を
屏
風
に
作
成
し
た
も
の
を
掬
月
亭
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
後
か
ら
見
つ
か
っ
た
一
篇
は
屏
風
と
は
別
に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

（
注
１
）
青
葉
士

あ

お

ば

し

弘こ
う 

江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
。
元
禄
１
６
年
（
１
７
０
３
年
）
７
月
生
ま
れ
。
江
戸
の
聖
堂(

昌
平
黌

し
ょ
う
へ
い
こ
う

の
前
身)

で
学
び
、
享
保
１
１
年
（
１
７
２
６
年
）
讃
岐
高
松
藩
儒
、
５
代
藩
主
松
平
賴
恭
の
時
代
に
は
、
政
治
顧

問
の
立
場
に
あ
っ
て
砂
糖
、
製
塩
、
紙
な
ど
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
領
下
の
教
学
興
隆
に

栗林園二十有詠応教詩碑  

http://kotobank.jp/word/%E6%B1%9F%E6%88%B8�
http://kotobank.jp/word/%E6%B1%9F%E6%88%B8�
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%AD%E6%9C%9F�
http://kotobank.jp/word/%E5%84%92%E8%80%85�
http://kotobank.jp/word/%E5%85%83%E7%A6%84�
http://kotobank.jp/word/%E8%81%96%E5%A0%82�
http://kotobank.jp/word/%E5%89%8D%E8%BA%AB�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
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大
き
な
功
績
を
残
し
、
詩
文
や
書
は
堪
能
で
『
栗
林
園
二
十
有
詠
応
教
』
は

有
名
で
す
。
ま
た
、
儒
者
後
藤

ご

と

う

芝
山

し

ざ

ん

ら
を
育
て
ま
し
た
。
記
録
所
総
裁
を
つ

と
め
、
明
和
９
年
（
１
７
７
２
年
）
３
月
１
６
日
７
０
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

著
作
に
「
訓
蒙
要
術
」
「
帝
王
紀
略
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

６ 

商
工
奨
励
館 

明
治
３
２
年
（
１
８
９
９
年
）
に
、
藩
主
の
別
邸
だ
っ
た
檜
御
殿
の
跡
に

出
来
た
の
が
、
香
川
県
博
物
館
で
す
。
帝
室
技
芸
員
伊
藤
平
左
右
衛
門
の
設

計
で
建
築
し
た
も
の
で
、
建
坪
２
７
０
坪
あ
り
、
栗
林
公
園
に
調
和
し
た
純

日
本
式
建
築
で
す
。
現
在
は
、
商
工
奨
励
館
と
し
て
漆
芸
を
は
じ
め
と
す
る

県
内
産
品
を
展
示
即
売
し
、
ま
た
伝
統
工
芸
品
等
の
製
作
実
演
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

讃
岐
民
芸
館 
 

昭
和
４
０
年
（
１
９
６
５
年
）
に
開
館
し
ま
し
た
。
現
在
、
新
民
芸
館
・

商工奨励館  讃岐民芸館  

http://kotobank.jp/word/%E7%B7%8F%E8%A3%81�
http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E5%92%8C�
http://kotobank.jp/word/%E6%AD%BB%E5%8E%BB�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E8%A8%93%E8%92%99�
http://kotobank.jp/word/%E5%B8%9D%E7%8E%8B�
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古
民
芸
館
・
家
具
館
・
瓦
館
の
４
館
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
設
計
は
山
本
忠
司
、
内
装
デ
ザ
イ
ン
は
和
田

邦
坊
、
中
庭
の
設
計
は
中
根
金
作
の
各
氏
の
手
に
よ
り
ま
す
。
讃
岐
の
民
芸
品
・
民
具
を
保
存
展
示
。
約

４
千
点
を
収
蔵
し
、
う
ち
約
千
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

８ 

鴨 
場 

江
戸
時
代
、
北
庭
は
群
鴨
池
を
中
心
と
し
て
藩
主
が
鴨
猟
を
す
る
た
め
の

鴨
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
１
０
代
藩
主
賴よ

り

胤た
ね

が
狩
猟
好
き
で
、

鴨
猟
の
邪
魔
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
池
の
ま
わ
り
に
あ
っ
た
栗
の
木
を
３

本
残
し
て
刈
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
明
治
末
期
か
ら

の
北
庭
大
改
修
の
際
に
、
鴨
場
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
４
年
に
鴨
引
き
堀
、
小
覗
（
覗
き
小
屋
）
等
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
鴨
場
の
内
で
は
最
大
規
模
で
、
飼
い
慣
ら
し
た
鴨
を
お
と
り
に
泳

が
せ
、
鴨
を
鴨
引
き
堀
に
誘
い
込
み
、
逃
げ
飛
ぼ
う
と
す
る
鴨
を
叉
手
網

さ

で

あ

み

で
一
網
打
尽
に
捕
ら
え
る
仕
組

み
で
す
。
当
時
の
鴨
引
き
堀
は
宇
和
島
の
天
赦

て
ん
し
ゃ

園え
ん

や
、
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
な
ど
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

９ 

東
門
・
常
磐
橋 

覗き小屋  
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藩
政
時
代
に
は
切
手
御
門
と
呼
ば
れ
、
藩
士
達
が
御
切
手
（
証
明
書
）
を
示
し
て
通
っ
た
通
用
門
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
門
前
の
水
路
に
架
か
る
花
崗
岩
製
の
重
厚
な
石
橋
は
、
明
治
の
末
、
高
松
城
大
手
門

前
の
外
堀
に
架
け
ら
れ
て
い
た
常
磐
橋
を
移
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
橋
を
渡
れ
ば
、
な
だ
ら
か
な
紫
雲
山

の
緑
の
山
脈
を
背
景
に
、
檜
造
り
の
い
か
め
し
い
東
門
と
、
枝
ぶ
り
の
良
い
松
が
見
え
隠
れ
し
て
、
名
園

の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
ま
す
。 

 

１０ 

新
日
暮
亭 

新
日
暮
亭
は
３
０
０
年
以
上
前
、
江
戸
時
代
初
期
の
茶

室
様
式
を
伝
え
る
大
名
茶
室
で
、
江
戸
初
期
の
草
庵
茶
室

の
様
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
扁
額
は
２
代
藩
主
賴よ

り

常つ
ね

の
書
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
湖
東
端
の
吹
上

げ
の
水
流
の
西
側
に
、
延
享
年
間
（
１
７
４
４
年
～
１
７

４
８
年
）
ま
で
に
あ
っ
た
茶
室
「
考
槃
亭

こ
う
は
ん
て
い

」
が
そ
の
起
り

で
す
。
「
考
槃
」
と
は
「
世
間
を
避
け
て
自
分
の
思
う
ま
ま

に
楽
し
む
」
の
意
味
で
、
茶
を
た
し
な
ん
だ
り
、
詩
歌
を

詠
じ
た
り
、
杯
を
傾
け
曲
水
の
宴
を
催
し
た
り
、
藩
主
た

新 日 暮 亭  
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ち
の
在
り
し
日
の
風
流
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
そ
の
「
考
槃
亭
」
が
な
ん
ら
か
の
事
情
で
延
享
年
間
（
５

代
藩
主
賴
恭
の
時
代
）
以
後
に
現
在
の
日
暮
亭
（
１
８
９
８
年
建
築
）
が
あ
る
「
会
僊

か
い
せ
ん

巌が
ん

」
東
側
に
移
築
、

席
名
は
「
日
暮
亭
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
茶
室
は
幕
末
頃
ま
で
こ
の
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治

初
年
に
旧
藩
士
小
田
用
平
が
藩
主
よ
り
拝
領
し
、
中
野
町
の
自
宅
に
移
築
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
太
平
洋

戦
争
中
に
岡
野
清
豪
（
後
の
文
部
大
臣
）
細
谷
喜
一
（
香
川
県
警
察
部
長
）
、
大
内
松
次
郎
（
菓
子
舗
主
人
）

ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
暮
亭
の
園
内
へ
の
復
帰
移
転
の
運
動
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
１
９
年
（
１
９
４

４
年
）
１
０
月
、
か
つ
て
戞か

つ

玉
ぎ
ょ
く

亭
と
い
う
茶
室
が
あ
っ
た
西
湖
東
岸
の
現
在
地
に
移
転
工
事
が
開
始
さ
れ
、

昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
年
）
５
月
に
竣
工
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
日
暮
亭
が
す
で
に
建
っ
て
い
た
た
め
、

名
称
は
「
新
日
暮
亭
」
と
な
り
ま
し
た
。 

【
新
日
暮
亭
の
変
遷
】 

年
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
称 

延
享
年
間
ま
で
（
～
１
７
４
８
年
） 

吹
上
げ
の
水
流
西
側 

 
 

 

考
槃
亭 

５
代
藩
主
賴
恭
時
代
～
明
治
３
年 

 

日
暮
亭
の
や
や
東
北 

 
 

 

日
暮
亭 

明
治
４
年
～
昭
和
１
９
年 

 
 

 
 

高
松
市
中
野
町
小
田
邸 

 
 

 

昭
和
２
０
年
～
現
在 

 
 

 
 

 
 

現
在
位
置 

 
 

 
 

 
 

 

新
日
暮
亭 

新
日
暮
亭
は
吹
上
げ
に
あ
っ
た
「
考
槃
亭
」
以
来
２
５
０
年
間
に
場
所
・
名
称
と
も
に
三
転
す
る
と
い
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う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

【
建
物
】 

鳳
尾
塢

ほ

う

び

う

（
蘇
鉄
の
丘
）
の
西
方
会
仙
亭
の
北
、
西
湖
に
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
腰
掛
待
合
と
茶

室
か
ら
な
り
、
簡
素
な
茶
室
で
す
。
腰
掛
待
合
は
む
か
し
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
が
、
茶
室

は
一
部
改
造
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
３
回
の
移
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
ぼ
原
型
を
と
ど
め
て
い

ま
す
。 

【
降
り
蹲
踞

つ
く
ば
い

】 

枝
折
戸

し

お

り

ど

を
開
け
て
足
を
踏
み
入
れ
、
飛
び
石
を
進
む
と
３
ｍ
ほ
ど
先
に
降
り
蹲
踞
が
あ
り
ま
す
。
茶
客

が
下
に
降
り
て
手
を
洗
う
手
洗
鉢
の
こ
と
で
、
茶
道
の
上
か
ら
も
、
栗
林
公
園
の
歴
史
の
上
か
ら
も
た
い

へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。
材
質
は
豊
島
石
（
凝
灰
岩
）
で
、
か
つ
て
は
手
前
に
あ
る
井
筒
の
中
で
水
が
ゆ

っ
く
り
と
渦
巻
い
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

１１ 

掬 

月 

亭 

南
庭
の
中
心
に
あ
り
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
生
駒
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
歴
代
藩
主
が
大
茶
屋
と
よ

び
、
最
も
愛
用
し
た
建
物
で
す
。
中
央
の
初
莚

し
ょ
え
ん

観が
ん

を
含
む
７
つ
の
棟
の
配
置
が
北
斗
七
星
に
似
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
総
名
を
星
斗
館
と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
五
棟
を
掬
月
亭
と
呼
ぶ
よ
う
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に
な
り
ま
し
た
。 

 

掬
月
亭
は
、
南
湖
に
面
し
、
月
の
眺
め
が
殊
に
良
い
所
か
ら
、
唐
の
詩
人
于う

良
史

り
ょ
う
し

の
「
掬
水
月
在
手
、

弄
花
香
満
衣
」
の
一
句
か
ら
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
亭
の
横
の
根
上
が
り
五
葉
松
は
、
１
１
代
将
軍
家い

え

斉な
り

か
ら
９
代
藩
主
賴よ

り

恕ひ
ろ

に
贈
ら
れ
た
も
の
が
成
長
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

            

根上がり松  

掬 月 亭  
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【
参
考
図
書
】 

『
香
川
の
文
化
財
』 

平
成
８
年
３
月
発
行 

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会 

『
栗
林
郷
土
誌
』 

平
成
８
年
８
月
２
５
日
発
行 

栗
林
郷
土
史
編
集
委
員
会 

『
讃
岐
の
名
園
紀
行 

栗
林
・
玉
藻
編
』 

平
成
２
年
１
月
２
０
日
発
行 

長
岡 

公 

『
わ
が
町
の
文
化
財
探
訪
』 

平
成
１
９
年
３
月
３
１
日
発
行 

高
松
市
文
化
財
保
護
協
会 

『
栗
林
園
二
十
詠
と
そ
の
屏
風
の
由
来
』
１
９
９
７
年
発
行 

青
葉
翰
於
著 

『
第
３
４
回
特
別
展
高
松
城
と
栗
林
園
』
平
成
１
５
年
１
０
月
４
日
発
行 

高
松
市
歴
史
資
料
館 

『
特
別
名
勝 

栗
林
公
園
』
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

香
川
県
栗
林
公
園
観
光
事
務
所
発
行 

        


